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4
月
22
日
に
開
か
れ
た
対
馬

市
議
会
臨
時
会
で
承
認
さ
れ
た

3
名
の
新
教
育
委
員
を
交
え
、

5
月
1
日
開
催
の
平
成
20
年
第

6
回
対
馬
市
教
育
委
員
会
会
議

で
委
員
５
人
に
よ
る
互
選
に
よ

り
新
教
育
長
に
厳
原
町
の
河
合

徹
さ
ん
が
選
任
・
任
命
さ
れ
、

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
合
さ
ん
は
厳
原
町
出
身
の

65
歳
で
厳
原
中
学
校
校
長
な
ど

を
歴
任
し
て
い
ま
す
。
任
期
は

平
成
20
年
5
月
１
日
か
ら
平
成

24
年
4
月
30
日
ま
で
の
4
年
間

で
す
。

新
教
育
長
に
河
合
徹
さ
ん
を
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
馬
市
教
育
委
員
会

河合　徹　教育長�

　3月開催の対馬市議会定例会で、任期満了に伴う対

馬市選挙管理委員会委員の改選が行われ、下記4名の

委員が選任されました。任期は平成20年4月30日から

4年間です。

　また、5月22日には新委員による第1回目の対馬市

選挙管理委員会が開かれ、委員の互選により、委員長

に豊玉町の井鷹志さんが選任されました。

役　職 名　　前 年齢 住　　　所 在職

委員長 井　　鷹志 77 豊玉町志多浦 2期目

職　務
代理者 庄司　智博 46 上対馬町比田勝 1期目

委　員 円城　雄司 70 厳原町国分 2期目

委　員 井　　次男 70 美津島町 知 1期目

■
開
催
日
程
　
毎
月
1
回
　
午
後
７
時
〜
9
時

（
日
程
が
確
定
次
第
、
参
加
申
込
の
方
に
連

絡
し
ま
す
）

■
場
所
（
予
定
）
　
６
月
27
日
上
対
馬
支
所
／

７
月
対
馬
市
役
所
／
８
月
上
県
支
所
／
９
月

対
馬
市
役
所
／
10
月
峰
支
所
／
11
月
対
馬
市

役
所
／
12
月
豊
玉
支
所
／
１
月
対
馬
市
役
所

／
２
月
美
津
島
支
所
／
３
月
対
馬
市
役
所

　
※
申
込
者
数
に
よ
っ
て
は
開
催
場
所
を
変
更

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
実
施
要
領

１.

で
き
る
限
り
多
く
の
皆
さ
ま
と
お
話
す

る
た
め
、
1
回
に
つ
き
最
大
4
組
ま
で
の

参
加
と
し
ま
す
。
そ
の
場
合
の
１
組
の
対

談
時
間
は
お
お
む
ね
30
分
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

２.
申
込
は
随
時
受
付
ま
す
。
ご
都
合
の
良

い
場
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申

込
書
（
秘
書
課
及
び
各
支
所
に
も
準
備
し
て

い
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
メ
ー

ル
か
F
A
X
、
ま
た
は
直
接
秘
書
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】対
馬
市
役
所
　
秘
書
課

〒
8
1
7
‐
0
0
2
2

対
馬
市
厳
原
町
国
分
1
4
4
1
番
地

　
☎
　
0
9
2
0
（
5
3
）
6
1
1
1

F
A
X
0
9
2
0
（
5
3
）
6
1
1
2

e

‐m
ail

h
isy

o
k

a@
city

‐tsu
sh

im
a.jp

　
市
民
と
市
長
が
膝
を
交
え
て
話
し
合
い
、
様
々
な
分
野

の
方
々
か
ら
直
接
市
政
へ
の
提
言
等
を
い
た
だ
き
、
開
か

れ
た
市
政
を
目
指
す
第
1
回
目
の
「
か
た
ら
ん
ね
市
長
室
」

が
5
月
27
日
、
午
後
７
時
か
ら
対
馬
市
役
所
の
市
長
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
4
組
の
参
加
者
が
、
「
今
後
の
対
馬
の
振
興
策
」

や
「
イ
ノ
シ
シ
対
策
」
な
ど
、
市
が
直
面
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
市
長
に
提
言
を
行
い
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
月
１
回
を
目
標
と
し
て
「
か
た
ら
ん

ね
市
長
室
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
受
付
は
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

秘
書
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市長室で語らう参加者�

※
「
か
た
ら
ん
ね
」
は
「
語
ら
ん
ね
（
話
し
合
お
う
）
」
と
対
馬

弁
の
「
か
た
ら
ん
ね
（
参
加
し
ま
せ
ん
か
）
」
を
併
せ
た
言
葉
で

す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
と
様
々
な
お
話
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ

て
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
ま
し
た
。

対馬市選挙管理委員会が新体制に　�



日
本
一
の
ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
の

森
を
つ
く
ろ
う
と
美
津
島
町
の
あ

そ
う
ベ
イ
パ
ー
ク
に
植
樹
を
行
っ

て
き
た
花
の
対
馬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
会
員
34
名
）
に
対
し
、
市
民
に

憩
い
の
場
を
提
供
し
た
功
績
を
讃

え
5
月
21
日
、
対
馬
市
は
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

花
の
対
馬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

減
り
つ
つ
あ
る
ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ

の
保
護
と
花
の
名
所
づ
く
り
を
目

的
に
、
公
園
内
の
約
5
　
の
山
林

に
2
万
本
の
植
樹
を
目
標
と
し
て

会
員
自
ら
育
て
た
苗
木
を
毎
年
数

千
本
ず
つ
植
樹
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
15
年
の
活
動
か
ら
５
年
目

に
な
る
今
年
、
当
初
の
目
的
だ
っ

た
2
万
本
の
植
樹
を
達
成
。
植
え

付
け
ら
れ
た
苗
も
順
調
に
育
ち
、

一
部
の
場
所
で
は
既
に
花
を
咲
か

せ
、
公
園
を
訪
れ
る
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

代
表
の
長
渡
稔
治
さ
ん
は
「
こ

の
公
園
が
対
馬
に
自
生
す
る
ゲ
ン

カ
イ
ツ
ツ
ジ
の
群
生
地
と
な
り
、

観
光
名
所
と
し
て
多
く
の
人
々
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
希
望

を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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５
月
17
日
、
と
よ
た
ま
パ
ー
ル

ド
ー
ム
（
豊
玉
町
仁
位
）
で
、
長

崎
県
乾
し
い
た
け
品
評
会
（
長
崎

県
し
い
た
け
振
興
対
策
協
議
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
品
評
会
は
、
生
産
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
会
場
に
は
市

内
の
生
産
者
が
手
塩
に
か
け
て
育

て
て
き
た
自
慢
の
し
い
た
け
２
１

０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観

客
は
、
大
き
く
育
ち
丸
く
形
の
よ

い
し
い
た
け
を
感
心
し
た
様
子
で

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
品
評
会
最
高
賞
の
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
厳
原
町

の
永
尾
賢
一
さ
ん
・
靖
子
さ
ん
夫

婦
。
賢
一
さ
ん
は
し
い
た
け
栽
培

歴
34
年
で
同
賞
を
受
賞
す
る
の
は

な
ん
と
８
回
目
。
対
馬
市
認
定
の

「
対
馬
・
原
木
し
い
た
け
マ
イ
ス

タ
ー
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　
賢
一
さ
ん
は
、
香
り
の
よ
い
対

馬
ら
し
い
し
い
た
け
を
生
産
す
る

た
め
、
袋
か
け
を
行
わ
ず
露
地
栽

培
（
自
然
の
気
象
条
件
の
も
と
で

栽
培
す
る
こ
と
）
に
徹
し
、
こ
ま

め
に
散
水
を
行
う
な
ど
の
工
夫
を

行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
受
賞
に
際
し
「
大
変
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
」
と
喜
び
を
語
り
、

ま
た
、
一
時
期
体
調
を
崩
し
た
賢

一
さ
ん
に
代
わ
り
栽
培
作
業
を
行

っ
て
き
た
妻
の
靖
子
さ
ん
に
特
に

感
謝
し
て
い
た
様
子
で
し
た
。

展
示
さ
れ
た
し
い
た
け
を
眺
め
る
来
場
者�

ゲンカイツツジ２万本を植樹�
花の対馬ネットワークへ�
　　　　　　　　感謝状を贈呈�

感謝状を贈られる「花の対馬ネットワーク」の�
　　　　　　　　長郷美比古会員（左）と長渡稔治代表（右）�

農林水産大臣賞を受賞した乾しいたけ（香�
信厚肉：箱物）と、永尾さん夫婦�

永
尾
賢
一
さ
ん
・
靖
子
さ
ん
夫
婦（
厳
原
町
）

　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

第
48
回
　長
崎
県
乾
し
い
た
け
品
評
会
�

第
48
回
　長
崎
県
乾
し
い
た
け
品
評
会
�

ヘ
ク

タ
ー
ル

【
主
な
審
査
結
果
】（
敬
称
略
）

農
林
水
産
大
臣
賞
　
永
尾
賢

一（
厳
原
）香
信
厚
肉
箱
物

林
野
庁
長
官
賞
　
大
石
勝
彦

（
峰
）ど
ん
こ
グ
ラ
ム
物
／
橋

本
敏（
峰
）香
信
中
肉
箱
物

長
崎
県
知
事
賞
　
永
尾
賢
一

（
厳
原
）花
ど
ん
こ
グ
ラ
ム
物

／
緒
方
公
洋（
上
県
）ど
ん
こ

箱
物
／
木
屋
繁
義（
厳
原
）香

信
厚
肉
グ
ラ
ム
物
／
橋
本
敏

（
峰
）香
信
中
肉
グ
ラ
ム
物

団
体
賞
　
1
位
上
県
、
2
位

豊
玉
、
3
位
峰
、４
位
厳
原
、

5
位
上
対
馬
、6
位
美
津
島
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　5月27日、厳原町の久田小学校（児童数259名）
で運動会が開催されました。「感動！一人一人
が全力で」をテーマとして、徒競走をはじめリ
レー、ダンスなどの種目が行われました。
　悪天候による延期で、火曜日開催になった運
動会でしたが、会場には多くの保護者らが詰め
かけ、声援を送りながらカメラを手に我が子を
写真に収めていました。晴天に恵まれた当日、
子どもたちは元気いっぱい体を動かしていました。
※写真は１・２年生による表現
　「みんなのスマイル ゲットだぜ!!」

　対馬の魅力ある美しい海を取り戻そうと環境美化と保護
活動を行っているNPO法人対馬の底力が5月11日、上県町
の井口浜海水浴場で5回目の清掃活動を行いました。
　当日はボランティアも含め総勢500人が参加。また、清掃
に合わせてテレビ番組の収録も行われ、有名アイドルグル
ープ『関ジャニ∞』の２人も軍手をはめ、清掃活動に加わ
りました。参加者は、砂浜に打ち上げられた多くの流木や
プラスチック製の容器、漁具などを回収。砂に埋もれた大

きな網や流木は、参加者
が力を合わせて取り除い
ていました。

　5月4日、上対馬町一重の南陽小学校体育館で、
オペラ歌手中村真紀さんによるコンサートが開か
れました。一重出身の父親の里帰りに合わせて行
われたものです。
　中村さんは、東京音楽大学の声楽科を卒業後ハ
ンガリー国立音楽院で学び、現在は新国立劇場で
舞台に立っています。
　コンサートでは、迫力のあるオペラ曲をはじめ
「この道」「待ちぼうけ」などおなじみの童謡を
歌いました。会場には地元の人たちを中心に約
200名が集まり、美しい歌声に耳を傾けました。
　コンサートを終えて真紀さんは「父はいい町で
育ったんだなあと思いました。すごく暖かいコン
サートになり感激です」と話していました。

久田小春季大運動会�
　　　　子ども達が全力で競技�

NPO法人対馬の底力�
　上県町の井口浜海水浴場で海岸清掃�

オペラ歌手中村真紀さん　父親の出身地（一重）でコンサート開催�

中村真紀さんとコンサートの様子�

←砂に埋もれた網を�
　回収する参加者�

　�

エイト



　2月26日午後5時半頃、上県町佐須奈で発生した建物火災で、
消防団と協力して初期消火にあたった小茂田穰さん、佐護藤子
さん、渡辺貞子さん、園部千晶さんの４名に、対馬市消防本部
から感謝状が贈られました。
　出火に気づいた４名は、ただちに消防団員と連携して消火栓
からホースを延長するなど消火活動を開始。迅速な対応により
建物の全焼を防ぎ、住宅が密集する現場で近隣家屋への延焼を
食い止めました。

　
平
成
11
年
1
月
か
ら
9
年
3
ヶ
月
に
わ

た
り
旧
上
対
馬
町
及
び
対
馬
市
の
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
活
躍
し
た
古
藤
朋
子
さ
ん

が
3
月
31
日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
及
び
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
つ
く
さ
れ
た
功
績
に
対

し
5
月
8
日
、
法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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　現在、峰町の特別養護老人ホ
ーム｢丸山｣を利用されています。
当日は職員や他の利用者から「ツ
ルさんおめでとう」と祝福を受
けると、「皆さんありがとうご
ざいます」と、とても嬉しそう
に応えていました。
　長生きの秘訣を尋ねると「特
別なことは何もないです。いつ
の間にかこの年になりました」
と元気に話しました。おだやか
に過ごすことが長生きの秘訣の
ようです。

　現在、厳原町の介護老人保健
施設「つしま彩光園」を利用さ
れています。テレビで時代劇や
大相撲を見るのが楽しみだと話
していました。
　お子さんは男女4人ずつの8人で、
長生きの秘訣を聞くと「元気な
ときは山や畑仕事をして、ご飯
も好き嫌い無く食べとった。大
病もしたことがない。そいやけ
言うち、長生きのためには何も
しとらんよ」と笑顔で話してい
ました。

　上対馬町五根緒出身で、現在
厳原の自宅にお住まいです。毎日、
デイサービスセンター「おふな
え」に通って、利用者の皆さん
とレクレーションなどで楽しく
過ごしているそうです。お子さ
んは7人で、孫19人、ひ孫28人
に恵まれました。
　若い頃からたばこは吸わず、
お酒もお付き合い程度だそうで、
長生きの秘訣を聞かれると「私は
甘党でね。黒砂糖を食べたら長生
きしますよ」と話していました。

豊　後　ツ　ルさん�
厳原町久根浜

明治42年5月10日生

松　本　テ　ルさん�
美津島町小船越

明治42年5月15日生

糸　瀬　　渉  さん�
厳原町宮谷

明治42年5月27日生

火災の初期消火に当たった４名を表彰�
　　　　　　　　　　上県町佐須奈の住民�

表
彰
さ
れ
た
4
名
�

　
右
か
ら
小
茂
田
穰
さ
ん
、
佐
護
藤
子
さ
ん
�

　
　
　
　
渡
辺
貞
子
さ
ん
、
園
部
千
晶
さ
ん
�

前
人
権
擁
護
委
員�

　
古
藤
朋
子
さ
ん
（
上
対
馬
舟
志
）
へ
感
謝
状�

わたる

　　    99歳（白寿）おめでとうございます。�
めでたく９９歳を迎えられた市内の３名の方に、対馬市から敬老祝い金を添えて褒状が贈られました。�

みなさんとても元気で幸せそうで「理想の老後像」として、今後も元気で長生きしてください。�

�

�

ゆたか
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県
内
で
は
3
カ
所
目
と
な
る
国
指
定
名
勝
『
旧
金
石
城
庭
園
』
が
5

月
1
日
、
厳
原
町
今
屋
敷
に
オ
ー
プ
ン
。
一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
�

　
こ
の
庭
園
は
、
昭
和
24
年
に
宗
氏
か
ら
旧
厳
原
町
が
厳
原
中
学
校
用

地
と
し
て
寄
贈
を
受
け
、
そ
の
後
中
学
校
の
移
転
に
伴
い
平
成
９
年
か

ら
行
わ
れ
て
き
た
修
復
作
業
で
、
当
時
の
姿
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
対
馬
市
は
今
後
こ
の
庭
園
を
、
隣
接
す
る
国
指
定
史
跡
金
石
城
を
は

じ
め
万
松
院
、
清
水
山
城
跡
等
の
史
跡
ゾ
ー
ン
と
し
て
保
存
活
用
を
図

り
、
市
民
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。
�
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平
成
19
年
２
月
に
対
馬
で
初
め

て
の
国
指
定
名
勝
に
指
定
さ
れ
た

『
旧
金
石
城
庭
園
』
は
、
対
馬
藩

主
宗
家
が
政
治
を
行
う
拠
点
と
し

て
17
世
紀
後
半
に
築
い
た
金
石
城

の
西
方
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
庭

園
の
中
心
に
あ
る
「
心
字
池
」
は
、

2
つ
の
中
島
を
持
つ
横
長
の
池
が

「
心
」
の
字
を
か
た
ど
っ
た
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
こ
う
呼
称
さ

れ
、
宗
家
古
文
書
の
記
事
に
よ
る

と
、
元
禄
3
〜
6
年
（
１
６
９
０

〜
１
６
９
３
年
）
の
間
に
、
中
庭

茂
三
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
金
石
城
か
ら
庭
園
を
眺
め
る
と

万
松
院
や
そ
の
背
後
の
山
が
借
景

と
な
り
、
緑
の
山
か
ら
大
き
な
石

を
経
て
玉
砂
利
に
続
き
、
水
中
に

没
し
て
い
く
様
子
が
対
馬
の
海
岸

の
よ
う
に
見
え
る
な
ど
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
つ
く
り
が
特
徴

的
で
す
。

　
5
月
10
日
に
は
、
開
園
を
記
念

す
る
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た

た
め
、
式
典
会
場
を
庭
園
か
ら
対

馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
移
し
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
い
て
、
対
馬
市

教
育
委
員
会
に
よ
る
遺
構
説
明
や

中
村
一
京
都
大
学
名
誉
教
授
や
文

化
庁
の
本
中
眞
主
任
文
化
財
調
査

官
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
国
指
定
名
勝�

　
旧
金
石
城
庭
園
が
オ
ー
プ
ン�

　
　
　
新
た
な
観
光
名
所
が
誕
生

テープカットを行う関係者�

上空から見た旧金石城庭園：中央には「心」の字をかたどった「心字池」があります。�

　テレビ番組の音楽コーナーで結成され、長崎を中心に演奏
活動を行っている木管4重奏バンドPOEとテレビの司会等で
おなじみの「いっちゃん」こと市原隆靖さんによるコンサー
トが5月18日、対馬市交流センターで開かれました。
　市民に音楽に親しんでもらおうと、対馬市イベント協議会
が主催したはじめてのイベントです。
　コンサートでは定番のクラシック曲に加え、幅広い層の観
客に楽しんでもらおうと水戸黄門といった時代劇ソングやア
ニメソング等が演奏され、メンバーによるコミカルな寸劇も
ありました。会場には子どもから大人まで約500名の市民が
来場し、ピアノ、オーボエ、クラリネット、ファゴットの美
しい音色とショーを楽しみ、おおいに盛り上がりました。

楽しいステージにおお盛り上がり
　　POE with いっちゃんコンサート

ポ エ
ポ エ

か
ね
い
し
じ
ょ
う

も
さ
ん



　防災を担う各機関や団体の連携を強化し、有事の際の即
応体制の確立と防災意識の高揚を図ることを目的とする長
崎県総合防災訓練が5月18日、グリーンピアつしま（美津
島町　知）で開催されました。
　長崎県及び対馬市が主催したもので、金子原二郎知事を
統監、財部能成市長を副統監として午前7時30分に訓練開
始。陸、海、空の自衛隊をはじめ消防、警察、民間企業、
消防団など52機関、約1000人が参加し実践的な訓練を行い
ました。訓練想定は、局地的な豪雨により対馬地方に「大
雨・洪水警報、雷・強風・波浪注意報」が発令される中、
対馬近海を震源とする大地震が発生し大規模な災害が発生
したというもの。
　会場では、倒壊家屋の下敷きになった負傷者の救出訓練
や、行方不明者の捜索、火災消火訓練や、土のうを積み重
ねる水防訓練、事故車両からの救出訓練のほか、防災ヘリ
を使用しての中高層建物からの救助や、航空自衛隊ヘリに
よる山林火災空中消火など様々な訓練が実施されました。
緊迫した雰囲気の中、参加者は実践さながらの訓練を通し
て、有事の際の手順を確認していました。
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バケツリレーで火災消火訓練を行う豆酘婦人消防隊�

現代生活に不可欠な電気。折れた電柱の仮復旧訓�
練を行う九州電力(株)のみなさん�

水防訓練。陸、海、空の自衛隊、対馬市消防団が�
協力して土のうを積み上げました。�

事故車両から負傷者の救出訓練を行う対馬市消防�
本部�

住宅防火モデル地区に
美津島町　知の「上の町第二」地区を指定

　対馬市消防本部は、住宅火災による死者減少を目標に、
住民の防火意識を高めるため5月１日、美津島町　知の
「上の町第二」地区（阿比留廣見区長、139世帯386名）
を住宅防火モデル地区に指定し、消防署美津島出張所で
指定書の交付式を行いました。
　指定期間は2年間。同地区では消防署、消防団、婦人防
火クラブ等が連携・協力して防火教室・消火訓練等や、
住宅用防災機器等の普及促進等住宅防火対策の充実に取
り組みます。
　モデル地区は、校区単位でも指定できます。最寄りの消防署へお問い合わせ下さい。

平成20年度（第49回）長崎県総合防災訓練
52機関、約1000名が実践さながらの訓練を実施�
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　ゴールデンウィーク恒例行事「ひとつばたご祭り」が５月４日、上対馬町鰐浦地区で開催されました。
　同地区は国の天然記念物「ヒトツバタゴの群生地」があり、毎年この時期には湾の入江を囲む山の斜面にヒ
トツバタゴの白い花が数多く咲き乱れ、観光名所になっています。祭り当日はあいにくの曇り空となりました
が、約3,500人の人出で賑わいました。
　会場では、太鼓演奏や日本舞踊などの催しに加え、地元の子ども達が来場者にお茶を振る舞いました。また、特
産品コーナーではヒトツバタゴの苗木をはじめ、ヒジキなど地元特産品の販売コーナーが人気を集めていました。

　対馬の児童生徒に郷土の豊かな自然を理解してもらおうと、
建設コンサルタント、OA機器販売等を手がける扇精光(株)が
写真集60冊を対馬市へ寄贈しました。
　寄贈された写真集「対馬　照葉樹林の四季」は、森林撮影の
第1人者である水越武氏の撮影によるもので、龍良山の森、ゲ
ンカイツツジやオウゴンオニユリ、白嶽、女連の洗濯岩など対
馬の豊かな自然が美しく迫力のある写真で収められています。
　写真集は市内の各学校の図書室をはじめ、つしま図書館、地
区公民館などに配布予定です。ぜひ一度ご覧ください。

あたたかい寄付ありがとうございます�
　　　　　　　　　　　 扇精光(株)が写真集60冊寄贈�

ヒトツバタゴと記念撮影する親子� 苗木の販売コーナー� 来場者にお茶を振る舞う子どもたち�

県
大
会
出
場
を
か
け
て
熱
戦

　
　
対
馬
市
中
学
校
体
育
大
会
（
球
技
・
武
道
大
会
）

　
５
月
11
、
12
日
の
両
日
、
第
49
回

対
馬
市
中
学
校
体
育
大
会
の
球
技
・

武
道
大
会
が
峰
、
豊
玉
の
各
会
場
で

開
か
れ
、
全
島
か
ら
集
ま
っ
た
中
学

生
が
母
校
の
誇
り
と
県
大
会
出
場
を

か
け
て
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

観
客
席
に
は
保
護
者
ら
が
数
多
く
詰

め
か
け
、
子
ど
も
た
ち
の
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
プ
レ
ー
に
、
大
き
な
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
各
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
県
大
会
は
７
月
26
日
〜

28
日
ま
で
長
崎
市
、
諫
早
市
、
佐
世

保
市
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

入江を彩る純白の花を楽しむ　　　　　第20回　ひとつばたご祭り�

（
写
真
）＝
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
予
選

　
　
　
　（
比
田
勝
vs

知
）

■バレーボール�

　男子　１位大船越、２位　知、３位東部、厳原�

　女子　１位豊玉、２位西部、３位佐須奈、今里�

■バスケットボール�

　男子　１位 知、２位厳原、３位久田、佐須�

　女子　１位久田、２位厳原、３位大船越、 知�

■ソフトテニス�

　男子　１位西部、２位浅海、３位豊、豊玉�

　【個人】１位小島久功・齋藤純生（浅海）、２位大谷眞

純・前野智輝（佐須奈）、３位米田良太郎・山

崎雅（南陽）、多田光博・松村　紀（西部）�

　女子　１位仁田、２位佐護、３位厳原、大船越�

　【個人】１位糸瀬あいら・惣島若菜（仁田）、２位糸瀬

みさき・阿比留舞（仁田）、３位三山美奈・幾

度杏奈（佐須）、阿比留奈穂・尾崎麻由（厳原）�

■剣道�

　男子１位久田、２位厳原、３位豊玉、佐須�

　（個人）１位神宮浩司（厳原）、２位田h裕介（厳原）、�

　　　　３位阿比留雅浩（厳原）�

　女子１位厳原、２位南陽、３位比田勝、 知�

　（個人）１位天野真歩（厳原）、２位武田眞子（比田勝）、

３位築地史乃（比田勝）�
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　5月3日、韓国釜山市で開催された2008 朝鮮通信使
韓日文化交流祭で、朝鮮通信使行列が再現され対馬藩
武士団もパレードに参加しました。
　武士には対馬市内からの応募者に加え、釜山へ留学
中の大学生2人も参加し総勢19人が衣装をまとって繁
華街を約1時間練り歩きました。
　釜山市民にとって日本の武士の姿はとても珍しかっ
たようで、数多くの韓国人から「一緒に撮らせてくださ
い」と記念撮影をお願いされ、参加者は「有名人にな
った気分」と上機嫌でした。

　8月14日に任期満了を迎える対馬海区漁業調整委員会委員一般選挙は、7月22日告示、7月31日投開票の日
程で執行される予定です。

シリーズ「人権教育総合推進地域事業」の取組　その⑫ 対馬市教育委員会

人
権
コ
ラ
ム�

　
灼
け
つ
く
よ
う
な
真
夏
の
太
陽
が
、

ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
つ
け
て
い
る
道
路

で
、
汗
と
泥
に
ま
み
れ
て
水
道
工
事

を
し
て
い
る
お
じ
さ
ん
た
ち
が
い
ま

し
た
。

Ａ
　
五
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
を
連
れ

た
母
親
が
通
り
か
か
り
、
そ
っ
と

指
さ
し
て
言
い
ま
し
た
。

　
「
○
○
ち
ゃ
ん
、
し
っ
か
り
勉
強

し
な
い
と
あ
の
お
じ
さ
ん
み
た
い

に
な
る
わ
よ
」

　
　
男
の
子
は
う
な
ず
き
ま
し
た
。

Ｂ
　
し
ば
ら
く
し
て
別
の
親
子
が
通

り
か
か
り
ま
し
た
。男
の
子
は
、水

道
工
事
の
仕
事
を
興
味
深
げ
に
見

て
い
ま
す
。
母
親
が
言
い
ま
し
た
。

　
「
○
○
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
な
に
一
所

懸
命
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
る
お

じ
さ
ん
た
ち
が
い
る
か
ら
、
お
い

し
い
水
も
飲
め
る
し
、
お
風
呂
に

も
入
れ
る
の
よ
。
」

　
　
男
の
子
は
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て

う
な
ず
き
ま
し
た
。

　
働
く
お
じ
さ
ん
の
姿
を
見
た
二
人

の
母
親
の
言
葉
を
皆
さ
ん
は
ど
う
思

い
ま
す
か
？

　
母
親
の
言
葉
を
う
な
ず
い
て
聞
い

た
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
「
働
く
お

じ
さ
ん
た
ち
の
姿
」
は
ど
う
映
っ
た

と
思
い
ま
す
か
？

　
Ｂ
の
子
は
蛇
口
を
ひ
ね
る
た
び
に
、

汗
を
流
し
て
働
い
て
い
る
お
じ
さ
ん

た
ち
の
姿
を
思
い
出
し
て
大
切
に
水

を
使
う
子
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
反
対
に
、
母
の
言
葉
を
う
な
ず
い

て
聞
い
た
Ａ
の
子
の
心
に
は
、
お
じ

さ
ん
た
ち
の
仕
事
に
対
す
る
偏
見
が

植
え
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
母
親
の
何
気
な
い
一
言
に

よ
っ
て
、
二
人
の
子
の
「
人
（
働
く

お
じ
さ
ん
）
を
観
る
目
」
に
は
、
大

き
な
開
き
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
子
ど
も
た
ち
は

育
て
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
　

　
こ
の
よ
う
に
し
て
偏
見
が
親
か
ら

子
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

二
人
の
子
ど
も
の
心
に
宿
っ
た
思
い

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
親
の
思
い
そ
の

ま
ま
で
す
。

さ
り
げ
な
い
一
言
で
、�

　
親
と
し
て
の
、
人
間
と
し
て
の�

　
　
あ
な
た
の
感
性
が�

　
　
　
　
　
問
わ
れ
て
い
ま
す
。�

�【
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ラ
ム「
い
ぶ
き
」】

　
　
　
平
成
４
年
９
月
10
日
発
行�

対馬藩武士に扮し釜山でパレード　�
　　　　　 2008 朝鮮通信使　韓日文化交流祭�

■立候補届出
　　受付場所及び日時

■立候補届出
　　関係書類　備付場所

■立候補届出書類
　　事前審査場所及び期間

　対馬市役所別館第1会議室
（対馬市厳原町国分1441番地）

　対馬市選挙管理委員会事務局内
　長崎県選挙管理委員会対馬臨時
　地方書記室
（対馬市厳原町国分1441番地）

7月22日（火）
午前8時30分～午後5時

7月15日（火）～7月17日（木）
午前8時45分～午後5時30分

【問い合わせ】対馬市選挙管理委員会及び対馬市各支所地域振興課内　選挙書記まで

対馬海区漁業調整委員会委員一般選挙�
　　　　　　　　投票日は、平成20年7月31日（木）執行予定�

〜
さ
り
げ
な
い
一
言
で
問
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
感
性
〜
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　平成20年度からメタボリックシンドロームに着目した「特定健診・特定保健指導」がはじまります。

40～74歳の男性の２人に１人、女性の５人に１人がメタボリックシンドロームが強く疑われるかそ

の予備群と考えられています。最近「お腹がぽっこりしてきた・・・」「ズボンが入らなくなった・・・」

という方は危険信号かも・・・。

　予防のための第１歩は、メタボリックシンドロームについて知ること。ぜひ、ご参加ください。

●健 康 劇（劇団みつば会）～受けてみようや健診を・・行ってみようや健診に・・・～

●特別講演 『メタボリックシンドロームとは？』

　講　　師：長崎県離島医療圏組合　対馬いづはら病院　副院長 川上眞寿弘 先生

　長崎県では、肝炎の有力な治療法であるインターフェロン治療について、あなたの負担額を軽減する助
成を行います。
(１)対象となる医療　Ｂ型ウイルス及びＣ型ウイルス性の除去を目的として行うインターフェロン治療で、
　　保険適用となっているもの。
(２)助 成 の 内 容　インターフェロン治療および当該治療に係る検査料等。なお、助成期間は原則として
　　申請受理月の初日から１年間に限られます。
(３)自己負担限度額�

階層区　　　　 世帯の市町村民税（所得割）課税年額　　　　自己負担限度額（月額）

　A　　　　６５,０００円未満の場合　　　　　　　　　　　　　１０,０００円

　B　　　　６５,０００円以上　２３５,０００円未満の場合　　　３０,０００円

　C　　　　２３５,０００円以上の場合　　　　　　　　　　　　５０,０００円

(４)申請受付開始時期　平成20年４月１日から受付を行っています。
(５)申請に必要な書類
　　・肝炎インターフェロン治療受給者証交付申請書
　　・医師の診断書（肝疾患専門医療機関又は現在治療を受けているかかりつけ医など）
　　●平成20年４月１日現在、既にインターフェロン治療を受けている方は、治療を受けている医療機関
　　　にご相談下さい。
　　●新たにインターフェロン治療を受けられる予定の方は、県内の肝疾患専門医療機関にご相談下さい。
　　　他県での検査等、やむを得ない場合は県内の肝疾患専門医療機関以外の診断書でも構いません。
　　・申請者の氏名が記載された被保険者証の写し（発行：各保険者）
　　・申請者の属する世帯の全員について記載のある住民票の写し（発行：各市町）
　　・申請者及び申請者と同一世帯に属する者の市町村民税年額を証明する書類（発行：各市町）
(７)申請書等の申し込み先　対馬保健所　地域保健課　〒817-0011　対馬市厳原町宮谷224
　　　　　　　　　　　　　☎ 0920（52）0166　FAX 0920（52）7403
　　　　　詳しくは県医療政策課のホームページ　http://www.pref.nagasaki.jp/iryou/ をご覧下さい。�

tsushima city community magazine
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健 康 コ ー ナ ー �

【申し込み】当日参加も可能ですが、会場の準備等ありますので、
　　　　　　７月11日（金）までに南福祉保健センター　☎0920（52）4888　までお申し込みください。

インターフェロン治療に対する医療費を助成します�

平成20年７月16日（水）�
対馬市交流センター ３階大会議室�
19：00～21：00

先着100名様に�
健康グッズを�
プレゼント!!



■
公
募
期
間
‥
５
月
15
日
〜�

　
　
　
　
６
月
30
日（
２
次
募
集
）

県
民
参
加
で
取
組
む
森
林
づ
く
り

活
動
や
森
林
整
備
活
動
な
ど
に
助

成
し
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
と
な
る
活
動
】

①
森
林
保
全
に
関
す
る
県
民
意
識

　
の
啓
発

②
安
全
・
安
心
の
向
上
を
目
指
す

　
森
林
整
備

③
海
の
活
力
向
上
を
目
指
す
森
林

　
整
備

④
次
世
代
健
全
育
成
の
た
め
の
森

　
林
づ
く
り

⑤
自
立
的
な
森
林
管
理
の
支
援

【
問
い
合
わ
せ
】

対
馬
市
農
林
課
田
嶋
・
八
島

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w

.n

‐n
ou

rin
.jp/ah

/ag
ri

lin
k

/
sin

rin
/

h
2
0
zeik

o
u

b
o

.h
tm

　
美
津
島
町
で
林
業
を
営
む
景
山

明
美
さ
ん
は
、
独
自
に
開
発
し
た

木
登
り
器
を
使
い
、
一
般
的
な
枝

打
ち
作
業
の
倍
以
上
の
高
さ
と
な

る
約
10
ｍ
の
枝
打
ち
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
せ
っ
か
く
植
え
た
木
を
な
ん
と

か
し
た
い
、
そ
し
て
ど
う
せ
な
ら

所
有
す
る
山
林
面
積
を
２
倍
活
用

す
る
た
め
に
通
常
の
２
倍
の
高
さ

の
枝
打
ち
を
す
る
」
と
の
思
い
か

ら
木
登
り
器
の
開
発
に
着
手
。
完

成
を
向
か
え
る
ま
で
に
は
何
度
も

失
敗
を
繰
り
返
し
、
様
々
な
人
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

試
行
錯
誤
の
中
で
よ
う
や
く
完
成

に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

　
景
山
さ
ん
が
、
こ
の
木
登
り
器

を
使
用
し
て
作
業
を
行
っ
た
林
内

で
は
、
太
陽
の
光
が
樹
下
ま
で
し

っ
か
り
と
届
き
様
々
な
植
生
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
山
に
人
の
手
を
加
え
る
こ
と
は

木
材
価
格
を
高
め
る
と
同
時
に
、

樹
下
で
の
多
様
な
植
生
の
繁
栄
が

物
語
る
よ
う
に
自
然
環
境
に
も
良

い
こ
と
と
言
え
ま
す
。

　
ど
の
木
も
先
人
達
の
様
々
な
思

い
が
込
め
ら
れ
て
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
思
い
が
こ
も
っ
た
そ
の
木

に
、
何
と
か
高
い
市
場
価
値
を
見

い
出
す
た
め
の
作
業
を
行
い
、
そ

れ
が
様
々
な
面
で
対
馬
と
い
う
島

の
資
産
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
た
。
と
い
う
ち
ょ
っ
ぴ

り
素
敵
な
物
語
で
し
た
。

木
登
り
器
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ご
連
絡
下
さ
い
。

◆
対
馬
市
農
林
課

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１

　
　
担
当
　
八
島（
内
線
３
８
３
）

　
細
菌
性
食
中
毒
は
、
気
温
が
高

く
な
る
こ
の
時
期
に
多
発
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
食
品
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
を
守
り
食

中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

１ 

つ
け
な
い

　
○
調
理
す
る
人
は
必
ず
手
を
よ

　
　
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
○
調
理
前
の
肉
や
魚
の
汁
が
、

　
　
果
物
や
野
菜
な
ど
生
で
食
べ

　
　
る
も
の
や
調
理
済
み
の
も
の

　
　
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

　
　
し
ょ
う
。

２ 

増
や
さ
な
い

　
○
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品

　
　
は
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
に
保

　
　
存
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
調
理
は
迅
速
に
行
い
、
調
理

　
　
前
、
調
理
後
の
食
品
は
室
温

　
　
に
長
く
放
置
し
な
い
よ
う
に

　
　
し
ま
し
ょ
う
。

３ 

退
治
す
る

　
○
包
丁
や
ま
な
板
は
、
良
く
洗

　
　
い
、
熱
湯
で
消
毒
し
ま
し
ょ

　
　
う
。

　
○
加
熱
す
る
と
き
は
、
食
品
の

　
　
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し

　
　
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
対
馬
保
健
所
衛
生
環
境
課
　�

　
☎
0
9
2
0（
5
2
）0
1
6
6
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独
自
開
発
の
木
登
り
器
で�

　
　
　
　
　
高
さ
約
10
m
の
枝
打
ち
を
実
現�

景山明美さん（美津島町）�

木登り器を使用して枝打�
ちする景山さん�

引き上げる�

可動式ハシゴ�

可動式フック�

チェーン�

「
森
林
づ
く
り
活
動
を�

　
　
募
集
し
て
い
ま
す
」�

ボランティアによる植林�
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　資源ごみとして回収された空き缶は、対馬クリーンセンターでプレス処理
したのち、売却しています。平成19年度はアルミ缶50,850kg、スチール缶
90,420kgが集められ、892万7,400円の収入になりました。
　コーヒーのスチール缶（32g）に換算すると１個あたり0.64円、350mlの
アルミ缶（15g）で１個あたり2.1円になります。
　まさに「塵も積もれば山となる」ですね。貴重な収入源であり、
資源でもある空き缶。資源ごみとして回収しているのは飲料用の缶だけです。
中身を軽くゆすぎ水を切って、資源ごみの袋に入れて下さい。アルミ缶とス
チール缶は混じっていてもかまいません。

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
対
馬
で

は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
濃
い
黄

色
の
花
を
咲
か
せ
る
と
て
も
き
れ
い

な
花
で
す
が
、
繁
殖
力
が
強
く
、
生

態
系
へ
の
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
、
特
定
外
来
生
物
に
指

定
さ
れ
、
原
則
と
し
て
栽
培
・
保
管

・
運
搬
・
販
売
・
譲
渡
・
輸
入
な
ど

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
例
と
し
て
、
個
人
で
違
反
し
た

場
合
は
、
最
高
で
懲
役
３
年
以
下
も

し
く
は
、
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

が
課
せ
ら
れ
る
な
ど
、
内
容
に
よ
っ

て
は
非
常
に
重
い
罰
則
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
馬
市
観
光
交
流
課
　
自
然
共
生
班

　
　
☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1
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「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」は�

 

栽
培
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

栽
培
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。�

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」は�

 

栽
培
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。�

空き缶は貴重な資源です�
必ず資源ごみとして出しましょう�

空き缶は貴重な資源です�
必ず資源ごみとして出しましょう�

年間８９２万７,４００円の収入になりました。�

○ 

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
つ
い
て�

　
年
金
の
加
入
歴
・
期
間
等
を
お
知
ら
せ
す
る
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
、
順
次

お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、
６
月
か
ら
は
、
３
月
ま
で
に
お
送
り
し
た
方
以
外
の
す

べ
て
の
現
役
加
入
者
の
皆
様
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
緑
色
の
封
筒
で
お
届
け

し
ま
す
。
（
郵
送
ま
た
は
お
勤
め
先
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。
）

　
お
知
ら
せ
し
た
年
金
記
録
の
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
も
れ
や
間
違
い
が

あ
る
方
も
、
も
れ
や
間
違
い
が
な
い
方
も
、
必
ず
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
す
る
ご
相
談
は
、�

専
用
ダ
イ
ヤ
ル  

０
５
７
０ 

│ 

０
５
８ 
│ 
５
５
５ 

へ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

○
60
歳
以
降
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い
た
方
へ

　
平
成
17
年
３
月
以
前
に
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
60
歳
以

降
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い
た
方
で
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る
月
数

を
超
え
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
超
え
た
月
数
の
保
険
料

を
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
手
続
き
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
所
定
の
「
申
出
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
問
い
合
わ
せ
】
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
５
（
８
３
２
）
２
７
０
０
ま
で

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
▼
７
月
16
日
（
水
）
　
対
馬
市
役
所
　
１
階
会
議
室�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で�

　
▼
７
月
17
日
（
木
）
　
美
津
島
支
所
　
別
館
会
議
室�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で�

廃棄物対策課 　☎0920（53）6111

分別されずに出されたごみ�
　スプレー缶やガラス製容器など
が混入しています。もったいない。



　
日
本
人
は
、
は
る
か
原
始
・
古
代
か
ら

海
と
共
存
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
で
は
食

卓
に
上
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
、
疎
遠
と

な
っ
た
鯨
で
す
が
、
か
つ
て
は
非
常
に
身

近
な
存
在
と
し
て
暮
ら
し
に
と
け
込
ん
で

い
ま
し
た
。

　
全
国
に
あ
る
多
く
の
縄
文
・
弥
生
時
代

の
遺
跡
か
ら
、
鯨
の
骨
を
加
工
し
た
剣
な

ど
の
道
具
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
大
き

く
平
坦
な
背
骨
は
土
器
の
制
作
台
に
使
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
古
墳
の
壁
画
に
は
鯨
取

り
の
様
子
を
描
い
た
図
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
鯨
取
り
は
「
鯨
組
」
と
い
う

専
業
集
団
に
よ
る
「
捕
鯨
業
」
と
し
て
確

立
し
ま
す
が
、
対
馬
で
は
寛
永
14
年
（
１

６
３
７
）
に
捕
鯨
の
記
録
が
登
場
し
ま
す
。

　
唐
舟
志
（
上
対
馬
町
）
を
は
じ
め
、
網

代
（
上
対
馬
町
）
、
池
ノ
浦
（
上
県
町
鹿

見
）
に
基
地
と
な
る
納
屋
が
置
か
れ
、
対

馬
に
お
け
る
捕
鯨
が
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
捕
っ
て
い
た
の
は
「
セ
ミ
ク
ジ
ラ
」

で
し
た
。
鰐
浦
（
上
対
馬
町
）
や
廻
（
豊

玉
町
）
な
ど
、
多
い
時
に
は
島
内
６
カ
所

に
鯨
組
の
基
地
が
あ
り
ま
し
た
。茂
江（
上

県
町
伊
奈
）
に
も
か
つ
て
基
地
が
あ
り
、

壱
岐
の
小
田
・
土
肥
氏
に
学
ん
だ
厳
原
の

曲
の
海
士
に
よ
り
天
明
６
年（
１
７
８
６
）

に
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）
に
は
対
馬
藩

に
経
営
が
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
再
び

曲
の
海
士
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
以
降
経
営

は
笹
野
、
竹
中
、
亀
谷
、
今
西
へ
と
移
っ

て
い
き
ま
し
た
。
亀
谷
組
の
時
代
が
最
も

茂
江
浦
（
上
県
町
伊
奈
）
が
に
ぎ
わ
っ
た

時
代
で
、
全
盛
期
は
天
保
〜
弘
化
（
１
８

3
0
〜
4
8
）
期
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
亀
谷
卯
右
衛
門
は
そ
の
こ
ろ
活
躍
し
た

人
物
で
、
秋
冬
は
美
津
島
の
芦
浦
に

「
秋
納
屋
」
を
、
春
夏
は
廻
と
茂
江
に

「
春
納
屋
」
を
構
え
て
大
き
な
成
果
を
上

げ
、
つ
い
に
は
「
捕
鯨
差
配
役
兼
産
物
方

頭
役
浦
奉
行
」
と
な
り
、
海
産
物
に
対
し

て
大
変
な
権
限
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
亀
谷
氏
が
明
治
３
年
ご
ろ
に
や
め
て
か

ら
は
壱
岐
の
今
西
氏
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た

が
、
明
治
10
年
代
を
最
後
に
途
絶
え
、
以

後
は
比
田
勝
で
始
ま
る
近
代
捕
鯨
に
移
り

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
近
代
捕
鯨
は
汽
船
を
使
い
、
大
砲
の
よ

う
な
捕
鯨
砲
で
鯨
を
射
止
め
る
西
洋
式
捕

鯨
漁
で
、
江
戸
時
代
ま
で
の
銛
と
網
を
使

っ
た
鯨
組
の
漁
法
と
は
大
き
く
異
な
る
も

の
で
し
た
。

　
漁
で
捕
っ
た
鯨
や
イ
ル
カ
の
霊
は
弔
わ

れ
、
碑
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
対
馬
で
も

基
地
の
あ
っ
た
集
落
の
寺
に
は
、
捕
っ
た

鯨
を
供
養
し
て
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
浦
々
に
は
鯨
組
の
墓
地
が
あ
り
、
生
ま

れ
た
国
が
刻
ま
れ
た
墓
碑
を
い
ま
で
も
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
各
地
に
残
さ
れ
た

鯨
組
墓
地
を
巡
り
、
対
馬
の
漁
労
史
を
彩

る
捕
鯨
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�
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対
馬
の
鯨
組
（
伊
奈
鯨
組
墓
地
）�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介�

く
じ
ら
ぐ
み

く
じ
ら
　
ぐ
み�

も
　
え

も
　
え
　
う
ら

よ
し
が
う
ら

か
　
め
　
た
　
に
　
う
　
え
　
も
　
ん

あ
き
　
な
　
や

は
る
　
な
　
や

か
し
ら
や
く
う
ら
ぶ
ぎ
ょ
う

ほ
げ
い
さ
は
い
や
く
け
ん
さ
ん
ぶ
つ
か
た

→ 

茂
江
（
上
県
町
伊
奈
）
の
鯨
組
墓
地�

◎法人市民税とは　法人市民税は、法人の各事業年度中に、事務所または事業所等のあ
　った市町村で課税されます。税額は法人の資本金と従業員数によって決まる均等割額と、
　国の法人税額により算出される法人税割額との合計です。�

納税義務者は　１ 地方団体の区域内に事務所又は事業所を有する法人
　　　　　　　２ 地方団体の区域内に寮等を有する法人でその市内に事務所又は事業所を有しないもの
　　　　　　　３ 地方団体の区域内に事務所、事業所又は寮等を有する法人でない社団又は財団で代表者
　　　　　　　　または管理人の定めのあるもの（収益事業を行うものを除く。）
　　　　　　　・このうち１に掲げる法人に対しては均等割と法人割が課され、２及び３に掲げる法人等
　　　　　　　　に対しては均等割だけが課されることになります。
　　　　　　　　均等割の額等詳しいことは、担当課にお尋ねください。

税のひとくちメモ【第６回】�税のひとくちメモ【第６回】�

【問い合わせ】 税務課　住民税班　☎0920（53）6111（内線）231～233
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　75歳以上のドライバ
ーが、普通自動車を運
転する場合、高齢運転
者標識を表示しなけれ
ばなりません。�

　「ワイドミラー」装着を条
件に、普通免許を取得した
聴覚障害のドライバーは、
普通自動車を運転する場合、
聴覚障害標識を表示しなけ
ればなりません。�

　自動車の運転者は、シートベルトを装着しない者を乗車さ
せて自動車を運転してはいけません。�

◎自転車の歩道通行可能要件の明確化
　運転者が児童又は幼児（13歳未満）、高齢者（70歳以上）、障害者（内閣府令で定める者）の場合や、道路
工事等で、車道を通行するスペースがない等、車道又は交通の状況からみてやむを得ない場合は、歩道
通行が認められます。
◎乗車用ヘルメットの着用努力義務
　児童又は幼児（13歳未満）の保護者は、児童又は幼児を自転車に乗車させる
　ときは、ヘルメットをかぶらせるように努めなければなりません。
◎安全運転管理者に関する規定の整備
　250ccを超える自動二輪車を使用する貨物軽自動車運送業者にも、安全運転管理
者の選任が義務付けられました。

Ｑ
　
裁
判
員
に
な
っ
て
仕
事
を
休
ん
だ
た
め
に
、
会
社
を
辞
め
さ
せ
ら

　
　
れ
な
い
か
と
心
配
で
す
。�

Ａ
　
裁
判
員
の
仕
事
に
必
要
な
休
み
を
と
る
こ
と
は
法
律
で
認
め
ら
れ

　
　
て
い
ま
す
（
労
働
基
準
法
７
条
）。
ま
た
、
裁
判
員
と
し
て
仕
事

　
　
を
休
ん
だ
こ
と
を
理
由
に
、
解
雇
な
ど
の
不
利
益
な
扱
い
を
す
る

　
　
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
裁
判
員
法
1
0
0
条)

。

Ｑ
　
裁
判
員
又
は
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
裁
判
所
に
行
く
た
め
に
会
社

　
　
を
休
む
場
合
、
有
給
休
暇
扱
い
に
し
て
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
裁
判
員
の
仕
事
に
必
要
な
休
み
を
と
る
こ
と
は
法
律
で
認
め
ら
れ

　
　
て
い
ま
す
（
労
働
基
準
法
７
条
）
が
、
裁
判
員
の
仕
事
に
従
事
す

　
　
る
た
め
の
休
暇
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま

　
　
せ
ん
の
で
、
各
企
業
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
企
業
等
に
お
勤
め
の
方
に
裁
判
員
と
し
て
裁
判
に
参
加
し
て
い
た

　
　
だ
く
た
め
に
は
、
裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
を
行
う
た
め
の
特
別
な

　
　
有
給
休
暇
制
度
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

　
　
ら
れ
ま
す
の
で
、
裁
判
所
と
し
て
は
法
務
省
、
検
察
庁
、
弁
護
士

　
　
会
と
も
連
携
し
、
各
種
経
済
団
体
、
企
業
等
に
対
し
、
休
暇
制
度

　
　
の
導
入
の
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
お
知
ら
せ
】　
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
出
前
説
明
会
を
随
時
受
け
付
け

　
　
　
　
　
　
て
お
り
ま
す
。職
場
や
学
校
、地
域
の
集
ま
り
の
場
に
も

　
　
　
　
　
　
出
向
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
長
崎
地
方
裁
判
所
厳
原
支
部
　
☎
0
9
2
0（
5
2
）0
0
6
7

平
成
21
年
5
月
21
日
か
ら�

は
じ
ま
る
裁
判
員
制
度
に�

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。�

あ
な
た
も
裁
判
員
に
選
ば�

れ
る
か
も
！�

裁判員制度
Ｑ＆Ａ［５］�

◎後部座席ベルトの装着義務�

◎高齢者運転者標識（通称もみじマーク）�
　の表示義務� ◎聴覚障害者標識の表示義務�

↑これらの標識を表示した普通自動車に対する幅寄せ等が禁止されています。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～点数１点、反則金6千円（普通車）～�

～点数1点、反則金4千円～� ～点数1点、反則金4千円～�

道路交通法が改正されました�平成20年6月1日から�



　
　
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
等
に
よ
り
、
少
年
の

　
薬
物
乱
用
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
と
し
て
薬
物
乱
用
の
な
い
社
会
環
境
作
り
の
た
め
、広
報
啓
発
活
動（
学

　
校
・
地
域
等
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防
止
教
室
等
の
開
催
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
ン
等
）
を
推
進
し
ま
す
。

　
○
少
年
の
喫
煙
や
飲
酒
等
の
不
良
行
為
は
、

　
　
薬
物
乱
用
の
入
口
に
な
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
○
薬
物
の
危
険
性
や
有
害
性
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
、
正
し
い
知

　
　
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
○
一
人
ひ
と
り
が
規
範
意
識
を
持
ち
、
社
会
全
体
で
「
薬
物
乱
用
を
許

　
　
さ
な
い
」
環
境
作
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
人
間
の
精
神
や
身
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
人
が
人
と
し
て
の
生
活
を

　
営
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。覚
せ
い
剤
、麻
薬
等
薬
物
の
使
用
・

　
所
持
な
ど
は
法
律
で
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
薬
物
に
関
す
る
こ
と
は
、
迷
わ
ず
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●
少
年
相
談
専
用
電
話
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
　
☎
0
1
2
0-

7
8
6
7
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
●
薬
物
相
談
電
話
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
ホ
ン
☎
0
9
5(

8
2
5)

4
6
1
5
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おもしろがって�
　　近づかない!!

薬
物
乱
用
の
な
い
安
全
な
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
！�

�
　警
察
で
は
、
６
月
を「
薬
物
乱
用
防
止
広
報
強
化
期
間
」�

家
庭
や
地
域
の
中
で�

�

海 の 緊 急 電 話  118番�
対馬海上保安部　☎0920（52）0118�
比田勝海上保安署　☎0920（86）2113

海洋環境保全推進月間  ６月１日（日）～６月30日（月）海洋環境保全推進月間  ６月１日（日）～６月30日（月）

区　　分　　　　  資　　格　　　 受付期間　　　  一次試験　　   試験場�

防衛大学校学生一般�

防衛医科大学校学生�

航空学生�

看護学生�

一般曹候補生�

２等陸・海・空士（男子）※�

２等陸・海・空士（女子）�

自衛隊生徒�

９月８日～９月30日�

�

８月１日～９月10日�

９月８日～９月30日�

�
８月１日～９月10日

�

（※年間を通じ受付中）�

�
８月１日～９月10日�

11月15 、16日�

11月１、２日�

９月23日�

10月25日�

９月20日�

９月21日�
（※受付時に通知）�

９月28日、29日�

受付時に通知�

�

美津島文化会館
�

（※受付時に通知）�

受付時に通知�

高卒（見込含）�
21歳未満の者�
�
�

高卒（見込含）�
24歳未満の者�
�

18歳以上�
27歳未満の者�

本制度は、名称も含め改正する予定です。（詳細については、お問い合わせください）�

平成20年度自衛官募集�

【問い合わせ】自衛隊長崎地方協力本部　対馬駐在員事務所　☎０９２０（５２）０９０８�

な
　
や
　
む
　
な
　
ひ
　
と
　
よ�

ふ
　
こ
　
う
　
を
　
ま
　
ね
　
く
　
し
　
ろ
　
い
　
こ
　
な�
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最
近
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
く
引
き
取
り
許
可
の
無
登

録
業
者
が
廃
自
動
車
を
回
収
し
、

抹
消
登
録
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ

た
り
、
車
検
残
存
期
間
分
の
自
動

車
重
量
税
の
還
付
が
受
け
ら
れ
な

い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
使
用
済
み
自
動
車
を

処
分
す
る
場
合
に
は
、
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
県
登
録
の

許
可
業
者
を
確
認
し
て
引
取
業
者

に
引
き
渡
し
て
下
さ
い
。

〈
確
認
の
方
法
〉�

・
登
録
業
者
は
事
業
所
に
登
録
番

　
号
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。�

・
登
録
業
者
は
「
引
取
業
登
録
通

　
知
書
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。�

・
県
内
の
許
可
業
者
の
確
認
は
対

　
馬
保
健
所
衛
生
環
境
課
ま
で
。

　
最
低
賃
金
の
決
定
基
準
や
罰
金

の
上
限
額
、
派
遣
労
働
者
の
適
用

関
係
な
ど
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ

ま
す
。
施
行
日
は
７
月
１
日
か
ら

で
す
。

〈
改
正
概
要
〉

・
地
域
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る

　
場
合
に
生
活
保
護
の
施
策
と
の

　
整
合
性
に
も
配
慮
（
現
在
の
長

　
崎
県
最
低
賃
金
６
１
９
円
）

・
地
域
別
賃
金
不
払
い
の
場
合
の

　
罰
金
額
の
上
限
が
２
万
円
か
ら

　
50
万
円
に
引
き
上
げ
。

・
産
業
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
は

　
労
働
基
準
法
の
賃
金
の
全
額
払

　
違
反
の
罰
則
（
罰
則
の
上
限
額

　
30
万
円
）
を
適
用

・
障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力

　
の
低
い
者
等
に
関
す
る
適
用
除

　
外
が
廃
止
さ
れ
、
最
低
賃
金
の

　
減
額
特
例
を
新
設

・
派
遣
労
働
者
は
、
派
遣
先
の
地

　
域（
産
業
）の
最
低
賃
金
を
適
用

・
最
低
賃
金
額
の
表
示
単
位
が
時

　
間
額
の
み
に

※
詳
し
く
は

　
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

　（w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp

）

　
長
崎
県
労
働
局
Ｈ
Ｐ

　（w
w

w
.n

ag
asak

i.p
lb

.g
o

.jp

）

　
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
長
崎
県
で
は
、
カ
ネ
ミ
油
症
患

者
を
対
象
と
し
た
健
康
実
態
調
査

を
７
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
現
在
、
県
か
ら
調
査
に
関
す
る

通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
で
、
調

査
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

長
崎
県
生
活
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
調
査
協
力
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
対
　
象
　
こ
れ
ま
で
に
油
症
の

　
認
定
を
受
け
て
い
る
方

■
申
込
締
切
　
８
月
20
日（
水
）

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
、
億
万
長
者
が
１
２
０
人

　
１
等
　
２
億
円
×
40
本

　
　
　
　（
前
後
賞
各
５
千
万
円
）

　
２
等
　
１
億
円
×
80
本

　
３
等
　
１
千
万
円
×
４
０
０
本

※
少
額
賞
金
も
豊
富

　
４
等
　
50
万
円
×
４
千
本

　
５
等
　
１
万
円
×
40
万
本

　
６
等
　
３
千
円
×
４
百
万
本

■
発
売
期
間�

　
７
月
14
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
８
月
１
日（
金
）ま
で

■
抽
選
日
　
８
月
12
日（
火
）

　
「
昭
和
44
年
長
崎
国
体
の
思
い

出
」
や
「
平
成
26
年
に
開
催
さ
れ

る
第
69
回
大
会
へ
の
期
待
」
な
ど
、

国
体
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
や
、「
昭
和
44
年
当
時
の
思
い

出
の
写
真
」
を
募
集
し
ま
す
。
メ

ー
ル
や
郵
便
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
や
写
真
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
す
る
ほ
か
、
長
崎
国
体
の

広
報
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
（
写
真
は
返
却
し
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
〒
８
５
０
‐
８
５
７
０

　
長
崎
市
江
戸
町
２
‐
13

　
第
69
回
国
民
体
育
大
会

　
長
崎
県
準
備
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
５（
８
９
５
）２
７
９
１

　
℻
０
９
５（
８
２
９
）２
５
８
３

　k
ok

u
tai@

pref.n
ag

asak
i.lg

.jp

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

自
動
車
の
処
分
の
際
に
は

自
動
車
の
処
分
の
際
に
は
、�

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い�

自
動
車
の
処
分
の
際
に
は
、�

ご
注
意
く
だ
さ
い�

対
馬
保
健
所
衛
生
環
境
課�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６�

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
を
対
象
に

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
を
対
象
に�

健
康
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

健
康
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す�

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
を
対
象
に�

健
康
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す�

長
崎
県
生
活
衛
生
課�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
３
６
４�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ�

購
入
は
県
内
で

購
入
は
県
内
で�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ�

購
入
は
県
内
で�

長
崎
県
財
政
課�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
１
７
１�

長
崎
国
体
へ
の

長
崎
国
体
へ
の�

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
写
真
募
集

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
写
真
募
集�

長
崎
国
体
へ
の�

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
写
真
募
集�

国
体
長
崎
県
準
備
委
員
会
事
務
局�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
７
９
１�

最
低
賃
金
法
が

最
低
賃
金
法
が�

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す�

最
低
賃
金
法
が�

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す�

厚
生
労
働
省
及
び�

　
　
　
　
　
　
長
崎
県
労
働
局�

募
　
　
集

募
　
　
集�

募
　
　
集�
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シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク�

タ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

タ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集�

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク�

タ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集�

（
財
）長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団�

☎
０
９
５（
８
４
７
）５
２
１
２�

■
お
題
　
「
生
」

■
応
募
方
法
　
①
自
作
の
短
歌
で

　
１
人
１
首
、
未
発
表
の
も
の
に

　
限
る
②
書
式
は
習
字
用
の
半
紙

　
を
横
長
に
使
い
、
次
の
方
法
で

　
応
募

　
③
毛
筆
で
自
書
④
病
気
等
で
毛

　
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な

　
い
場
合
に
は
、
代
筆
、
ワ
ー
プ

　
ロ
等
使
用
可
。
ま
た
点
字
も
可
。

■
期
限
　
９
月
30
日（
火
）（
消
印
有
効
）

■
宛
先
　
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１

　
宮
内
庁
※
封
筒
に
は「
詠
進
歌
」

　
と
書
き
添
え
る

■
疑
問
が
あ
る
場
合
　
宮
内
庁
式

　
部
職
宛
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

　
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を

　
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月

　
20
日（
土
）ま
で
に
問
い
合
わ
せ

■
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー�

▽
業
務
内
容
　
地
域
の
高
齢
者
を

　
対
象
と
し
て
開
催
す
る
研
修
会

　
等
を
支
援
す
る
た
め
、Ｉ
Ｔ（
パ

　
ソ
コ
ン
）
に
関
す
る
講
師
・
指

　
導
者

▽
応
募
資
格
　
Ｉ
Ｔ
に
習
熟
し
て

　
い
る
60
歳
以
上
の
方
で
、
日
常

　
的
に
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
を
活
用
し
、ワ
ー
ド
、エ
ク

　
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

▽
募
集
人
員
　
２
名

▽
受
付
期
間
　
６
月
30
日（
月
）ま
で

■
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー�

▽
業
務
内
容
　
地
域
の
高
齢
者
を

　
対
象
と
し
て
開
催
す
る
研
修
会

　
等
で
、
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
イ
ン
ス
ト

　
ラ
ク
タ
ー
の
補
助

▽
応
募
資
格
　
60
歳
以
上
の
方
で
、

　
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
基
礎
的

　
知
識
を
有
す
る
方

▽
募
集
人
員
　
若
干
名

▽
受
付
期
間
　
随
時

【
問
い
合
わ
せ
】�

　（
財
）長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団

　
健
康
生
き
が
い
推
進
課

　
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
申
込
様

　
式
を
返
信
い
た
し
ま
す
。

　
〒
８
５
２
‐
８
０
３
５

　
長
崎
市
茂
里
町
３
番
24
号

　
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
☎
０
９
５（
８
４
７
）５
２
１
２

　
℻
０
９
５（
８
４
７
）６
１
８
１

　sukoyaka@
po.nagasakinet.ne.jp

　
福
岡
の
シ
ェ
フ
が
対
馬
の
食
材

を
使
っ
て
料
理
に
腕
を
振
る
い
ま

す
。
福
岡
で
活
躍
中
の
バ
ン
ド
の

生
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
お
い
し
い

料
理
を
ど
う
ぞ
！

■
日
時
　
６
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
16
時
〜
20
時

■
場
所
　
漁
火
公
園

　
※
雨
天
時:

ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
ほ

　
の
ぼ
の（
公
園
横
）

■
チ
ケ
ッ
ト
　
大
人
４
８
０
０
円

　（
当
日
６
０
０
０
円
）中
高
校
生

　
３
０
０
０
円（
当
日
３
５
０
０
円
）

　
小
学
生
１
５
０
０
円
（
当
日
２

　
０
０
０
円
）
幼
児
無
料

　
人
事
院
が
実
施
す
る
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
試
験
で
す
。

■
受
験
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２

　
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
者

■
受
付
期
間
　
６
月
24
日（
火
）

　
　
　
　
　
〜
７
月
１
日（
火
）

■
第
１
次
試
験
　
９
月
７
日（
日
）

　（
九
州
地
区
で
は
９
試
験
地
で

　
実
施
）

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
人
事
院
九
州
事
務
局

　
〒
８
１
２
‐
０
０
１
３
　
福
岡

　
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
11
‐
１

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

■
日
時

　
７
月
23
日（
水
）及
び
７
月
24
日

　（
木
）９
時
〜
17
時
／
７
月
25
日

　（
金
）８
時
半
〜
終
了
ま
で

■
場
所�

　《
学
科
》対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
３
階
会
議
室《
実
技
》グ
リ
ー
ン

　
ピ
ア
つ
し
ま

■
受
講
料�

　
初
心
者
１
万
８
９
０
０
円（
税
込
）

　
経
験
者
１
万
６
８
０
０
円（
税
込
）

■
テ
キ
ス
ト
代
　
２
０
０
０
円（
税
込
）

　
※
基
準
協
会
会
員
以
外
は
事
務

　
手
数
料
と
し
て
別
途
２
０
０
０

　
円
頂
き
ま
す
。

■
申
込
期
間�

　
６
月
16
日（
月
）〜
７
月
18
日（
金
）

　
※
定
員（
64
名
）に
達
し
な
い
場

　
合
は
、
受
付
期
間
が
過
ぎ
て
も

　
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
８
１
７
‐
０
０
１
２

　
対
馬
市
厳
原
町
日
吉
３
０
１

　（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
馬
支
部

　
☎
・
℻
０
９
２
０（
５
２
）１
４
１
７

『
歌
会
始
』

『
歌
会
始
』の�

　
詠
進
歌

　
詠
進
歌（
短
歌
）

（
短
歌
）募
集
募
集�

『
歌
会
始
』の�

　
詠
進
歌（
短
歌
）募
集�

　
　
　
　
　
　
宮
内
庁
式
部
職�

食
楽
祭

食
楽
祭
in
対
馬
対
馬�

食
楽
祭
in
対
馬�

食
楽
祭
実
行
委
員
会�

☎
０
９
０（
５
２
９
０
）７
１
４
６�

　
　
　
　
　
　
　（
カ
ギ
モ
ト
）�

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト�

イ
ベ
ン
ト�

国
家
公
務
員
採
用

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

種
試
験�

　
　
　
　

　
　
　
　(

高
校
卒
業
程
度

高
校
卒
業
程
度)

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験�

　
　
　
　(

高
校
卒
業
程
度)

人
事
院
　
九
州
事
務
局�

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３�

玉
掛
け
技
能
講
習
会

玉
掛
け
技
能
講
習
会�

玉
掛
け
技
能
講
習
会�

（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
４
１
７�

試
験
試
験
・
講
習
会

講
習
会�

試
験
・
講
習
会�

〈

山

折

り

〉�

お

題

「

生

」

�

〒�住
　
　
所�

電
話
番
号�

　
　
　
　
氏
　
　
名�

　
　
　
　
生
年
月
日�

　
　
職
業�

・
・
・
・
・
・
・
・�

・
・
・
・
・
・
・
・�

ふ
り
が
な�

書式図（横長）�
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〔問い合わせ〕 �
　保健部健康推進課�
　☎0920（58）1116ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�峰

支部�

　社会福祉協議会峰支部主催の「昔ながらの料理教室」で、昔よく食べていたおやつを食改風にア
レンジして伝達しています。少しでも多くの野菜を摂取してもらえるように工夫しています。レシ
ピの一部を紹介します。�

～白玉粉を使った島原名物のおやつに野菜を入れて作ってみましょう～�

材　　料� 分　　量� 作　　り　　方�

白玉粉�

水�

白玉粉�

にんじん�

水�

砂糖�

水�

６０ｇ�

大さじ４�

５０ｇ�

１５ｇ�

少量�

１００ｇ�

１／２カップ�

①鍋に砂糖と水を入れ煮溶かし、冷やす。（蜜）

②Ａを混ぜ合わせ、耳たぶぐらいの硬さに練る。

③すりおろしたにんじんと白玉粉を合わせ、耳たぶぐらいの
　硬さに練る。（にんじんの水分が
　少ない時は、水を少しずつ足す。）

④お湯を沸騰させ②、③を小さい
　だんごにしてゆでる。ゆであが
　りは水にとって、水気をきる。

⑤冷ましただんごに冷えた蜜をか
　ける。

Ａ�

Ｂ�

蜜�

材　　料� 分　量�

薄力粉�

　　　強力粉�

　　　砂糖�

　　　ベーキングパウダー�

　　　牛乳�

　　　サラダ油�

あん　かぼちゃ�

　　　チーズ�

　　　砂糖�

　　　塩�

　　　シナモン�

１５０ｇ�

５０ｇ�

大さじ１�

大さじ１�

１００ｍｌ�

大さじ２�

１２０ｇ�

４０ｇ�

小さじ１�

ひとつまみ�

少し�

作　　り　　方�

①生地を作る。ボールにＡを入れてさっと混ぜ合わせる。
　まん中をくぼませて、Ｂを入れる。粉を少しずつ混ぜて
　ひとまとめにし８つに分ける。

②あんを作る。かぼちゃ、チーズは小さく切る。Ｃを加え
　て混ぜる。

③生地にあんを入れて、長めの丸になるように形をつくる。

④蒸し器で蒸す。初めは強火で
　蒸気が上がったら、中火にし
　て１０分蒸す。

⑤蒸し上がったら、竹串に食紅
　を付けうさぎの目をつける。
⑥はさみで耳としっぽになるよ
　うに切り込みを入れる。

Ａ�

Ｃ�

Ｂ�
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　最近、日本で韓国のドラマを見るのは珍しくなくなりましたが、韓国に帰
って驚くのは、日本のドラマが徐々にブームになっていることです。ドラマ
に限らず、小説、音楽などでも日本の影響が大きくなっていくのを肌で感じ
るようになりました。今月は韓国での日本ブームを紹介します。�国際交流員�成　修眞�

ソ ン　　　 ス ジ ン �

韓国での日本ブーム�

（観光交流課）�

（面白み　　　　あります）＝面白いです�

対馬市と姉妹縁組を締結している釜山広域市影島区からのお便りです。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　影島区は朝鮮時代に初めてサツマイモが栽培された所です。サツマイモが初めて

　　　　　　　　　　　　　　　　韓国に渡ったのは、1763年に朝鮮通信使の正使であった趙 が、対馬の佐須奈か

らサツマイモの種を数斗送ったことがきっかけでした。種を受け取った李應 釜山鎭検事は、1764年の春、影島区の

丘に種を蒔きました。�

　韓国史学界では、当時、朝鮮は凶作に苦しんでおり、飢餓解消のため種を送ったとされています。以後、種が蒔かれ

た場所は、趙 のサツマイモが植えられた場所という意味で「チョネギ」と呼ばれています。�

　影島区庁は、その歴史的事実を広く知らせるため、この度サツマイモの形をした記念碑を建立し、�

説明を記した案内板とサツマイモ畑を造る予定です。�

「韓国初のサツマイモの栽培地」の記念碑を建立予定�

皆さん！�
韓国のドラマは、�
チェミ　イッソヨ!!

■小説の分野では…もともと村上春樹、吉本ばななは

静かな人気を誇っていましたが、2004年の江國香織

の「冷静と情熱の間」（60万部）から日本小説のすそ

野が広がり、「世界の中心で、愛をさけぶ」（320万部）

等次々とベストセラーが出るようになりました。最近

の人気作家は奥田英朗です。「空中ブランコ」（50万部）

をはじめ、重いテーマを軽快に、クールに表現してい

る氏の小説が韓国人に受けるようです。

■ドラマでは…ケーブルテレビやインターネットで日

本のドラマを見る人が増え、「　　：日ド」という言

葉もうまれました。「のだめカンタービレ」「ごくせん」

等、日本で人気のあったドラマは全部見られますし、

最近は日本のドラママニアも増えています。熱い、情

熱的な韓国ドラマとはひと味違うハツラツとした、多

様なテーマを持った日本のドラマが、新鮮でおもしろ

く感じるようです。

■音楽では…1998年から始まった段階的な日本文化

開放で、韓国でも日本のCDが買えるようになりました。

日本の有名な曲をカバーしたのも多く、「I LOVE YOU」

「雪の華」「TSUNAMI」「瞳をとじて」等は韓国でも

カバーされヒットしました。韓国の曲を知らないのに、

韓国人とカラオケに行くことになったら、こういう曲

を歌うと盛上がるのではないでしょうか。

■最近、流行っている日本語は…私が韓国で聞いて驚

いたのが、「カンジナネ（感じが出る）」という言葉で

す。なんと「感じ」という言葉をそのまま使っていた

のです。歴史的な事情から日本の言葉が残っているの

はいくつかありますが、これは最近の若者を中心に広

まった洒落た新流行語なのです。

←韓国の本屋に並ぶ�
　日本の雑誌�

　その他に、アニメ、映画、ゲーム機、ファッション、食べ物などにも日本のものがどんどん浸透しています。文

化が一方通行するのではなく、互いの文化に接し楽しむことで、よりお互いを理解するきっかけにもなると思いま

す。これからも韓国の中での日本ブーム、また日本の中での韓国ブームが絶えることなく続き、近くて遠い国では

なく、近くて近い国同士になれることを望んでいます。�

チョオム�

イ  ウンヒョッ�

チョオム�

イル ド
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安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成20年中）� ４月30日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

17�
‐6�
1�
1�
18�

‐12

5�
1�
2�
2�
11�
6

22�
‐5�
3�
3�
29�
‐6

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　美津島支所】�
☎54‐2429

７日（月）�

岩 橋 英 世 弁護士�
（　九　弁　連　）�

■７月の無料法律相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�

※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

社会福祉協議会からのお知らせ�

対馬市交流センター 第４会議室�14日（月）� 【社協　厳 原 支 所】�
☎52‐1169

和 智 大 助 弁護士�
（　九　弁　連　）�

23日（水）� 【社協　峰　支　所】�
☎83‐0294

廣 部 俊 介 弁護士�
（ひまわり基金法律事務所）�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

会　　　場� 相 談 内 容 �担当相談員�日　程�

村岡月子、山 一宏�８日（火）�

■７月の心配ごと相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�

※相談の受付は、当日会場で先着順になります。�

※相談員は、当日変更となることがありますので、ご了承下さい。�

対馬市交流センター 第４会議室�22日（火）�

【問い合わせ】対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎０９２０（５８）１４３２�

（
敬
称
略
）�
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
４
月
21
日
〜
５
月
20
日
受
付
分
）�

比
田
勝
　
御
手
洗
ト
シ
子
　
61
歳

　
豊
　
　
梅
野
歌
代
子
　
55
歳

鰐
　
浦
　
小
島
　
　
傳
　
92
歳

女
　
連
　
糸
瀬
　
ウ
マ
　
83
歳

鹿
　
見
　
早
田
　
　
弘
　
90
歳

本
元
町
　
安
藤
　
輝
保
　
69
歳

田
ノ
浜
　
乙
成
千
代
子
　
86
歳

志
多
賀
　
小
島
　
純
一
　
83
歳

吉
　
田
　
鍵
本
　

美
　
70
歳

仁
　
位
　
松
尾
　
貞
利
　
72
歳

見
世
浦
　
波
多
　
美
幸
　
24
歳

鑓
　
川
　
長
島
　
　
滿
　
68
歳

東
加
藤
　
熊
谷
イ
ソ
ヱ
　
68
歳

加
志
々
　
阿
比
留
雅
樹
　
66
歳

唐
　
洲
　
阿
比
留
ツ
タ
エ
　
85
歳

芦
　
浦
　
浦
瀬
　
　
米
　
97
歳

賀
　
谷
　
清
水
ヤ
ヨ
子
　
91
歳

日
の
出
　
永
留
千
賀
惠
　
91
歳

大
船
越
中
浜

　
松
村
　
ハ
ン
　
91
歳

上
の
町
第
２

　
神
宮
　
杉
野
　
75
歳

知
本
町
　
下
條
八
須
子
　
95
歳

尾
　
崎
　
藤
　
　
艶
子
　
80
歳

玉
　
調
　
田
中
　
政
雄
　
83
歳

日
　
向
　
波
田
　
幸
道
　
66
歳

濃
　
部
　
犬
束
冨
美
男
　
76
歳

元
鴨
居
瀬
　
園
田
　
倉
子
　
78
歳

浅
　
藻
　
岩
瀬
　
ク
ウ
　
76
歳

今
屋
敷
　
杉
原
　
和
久
　
49
歳

田
　
渕
　
森
川
　
義
明
　
71
歳

白
　
子
　
春
田
　
範
行
　
74
歳

久
　
和
　
川
上
　
和
敏
　
73
歳

天
道
茂
　
石
田
　
昌
枝
　
98
歳

豆
　
酘
　
鳥
屋
　
　
好
　
84
歳

樫
　
根
　
舎
利
倉
フ
サ
子
　
86
歳

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

《５月》�
阿連地区訪問、副市長・
教育委員辞令交付、午後
韓国出張
朝鮮通信使行事、釜山市
影島区表敬訪問（韓国釜山）
ひとつばたご祭り
美津島支所管内区長会議、
厳原町管内区長会議
人権擁護委員協議会総会、
しいたけ生産組合久根協
業体関連施設落成式
旧金石城庭園開園記念式
典、99歳褒状贈呈式、西
泊地区との懇談会
消防団幹部会議
厳原港賑わい創出検討委
員会
対馬地区青年農業者連絡
協議会総会
九州市長会（沖縄県石垣市）
対馬市ＰＴＡ連合会総会、
長崎県乾しいたけ品評会、
対馬物産開発取締役会
長崎県総合防災訓練
長崎県離島振興協議会総
会　　　　　　　（長崎）
対馬市商工会通常総代会
対馬林業公社臨時総会
県下税務連絡協議会
定例記者発表、阿連地区
漁港「はま会」
東京対馬会総会　（東京）
県知事との意見交換会（長崎）
99歳褒状贈呈式、かたら
んね市長室
全国離島振興協議会総会
　　　　　　　　（沖縄）
知事との個別面談（長崎）
退職公務員連盟対馬支部
総会

１日

２～３日

４日
７日

８日

10日

11日
12日

13日

14～16日
17日

18日
19日

20日
21日
22日
23日

24～25日
26日
27日

28～29日

30日
31日

対馬市交流センター 第４会議室�

川本早苗、永尾五助�

よ ろ ず 相 談 �

子 育 て 相 談 �

松藤洋子、川本早苗�15日（火）� 上対馬町地域福祉センター� 子 育 て 相 談 �

峰町保健福祉センター�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となり

　ます。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病

　院長崎医療センター応援につきまし

　ては、空路欠航等により診療を中止

　する事がありますので、事前に確認

　下さいますようお願いします。�

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よ

　　　りの予約患者様のみの診療を行

　　　っております。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代

　　　診致します。�

※３．透析診療については、月曜日～

　　　土曜日まで午前中に診療します

　　　ので、お問い合わせください。�

※４．予約制で事業所健診・社会保険

　　　生活習慣病予防検診も行ってい

　　　ます。�

熱中症について－症状と予防－�

中高年のスポーツ時の注意�

顔色が悪い子ども�

最近多い、アタマジラミ�

子どもの自殺�

新しいＥＤの薬�

24時間電話で健康をお届けします�

診療時間　９：00～12：00（急患のみ）�

７月６日�

13日�

20日�

21日�

27日�

東 島 医 院 �

佐 須 奈 診 療 所 �

今屋敷ことう診療所�

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

東 島 英 孝 �

豊 田 信 寛 �

古 藤 　 剛 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

（厳　原）�

（佐須奈）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（仁　位）�

☎０９５（８２６）５５１１�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名 �日
曜
・
休
日
救
急
医
療
在
宅
当
番
医�

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス�

７月のテーマ�
月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

予約にて受付けています。�

1・8・15・22・29�

2・9・16・23・30

10・11�
※木曜日は予約のみ�

８・22

16

１�

8：30～11：00

予約のみ�

�

�

8：30～11：00�

（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

3・7・10・14・17�
24・28・31

9：00～�

8：30～11：00

毎週（火）�

毎週（水）�

耳 鼻 咽 喉 科�

第２（木・金）�

第４（金）�

毎週（月・木）�

第２（火）�

第４（火）�

第３（水）�

第１（火）�

25

8：30～11：00

（福 岡 大 学 病 院）�

眼　　　　　科�
（対馬いづはら病院）�

神　経　内　科�
（大村市立市民病院）�

循　環　器　科�

補 聴 器 外 来�

内　　視　　鏡�

泌　尿　器　科�
（長 崎 大 学 病 院）�

（対馬いづはら病院）�

☆�

☆�

13:00̃17:00まで�

  9:00̃15:00まで�

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

9:00̃17:00まで�

9:00̃12:00まで�

9:00̃15:30まで�

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃12:00

8:30̃11:00

8:30̃11:00

８�

23

23

２・９・16・23�
30

11

２・９・16・30

２・９・30

２・９・16・23�
30

19

第2（火）�

第4（水）�

毎週（水）午後�

第2（金）�

第1・2・3・5（水）�

第1・2・4・5（水）�

毎週（水）�

第3（土）�

血　液　内　科�
（長崎医療センター）�

神　経　内　科�☆�
（森　　　正　孝）�

循　環　器　科�☆�
（守　崎　勝　悟）�

脳 神 経 外 科�
（長崎医療センター）�

皮　　膚　　科�
（中 対 馬 病 院）�

糖 尿 病 外 来�★�
（川　上　眞寿弘）�

思 春 期 外 来 �
（長崎県立精神医療センター）�

（長崎医療センター）�
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平
成
19
年
に
閉
校
し
た
久
田
小
学
校
内
山
分
校
の
校
舎
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
「
森

の
ミ
ニ
博
物
館
」
が
、
４
月
29
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
博
物
館
は
、
地
元
内
山
地
区
が
廃
校
の
有
効
利
用
と
地
元
の
活
性
化
を
目
的
に
つ

く
っ
た
も
の
で
、
館
内
に
は
地
元
で
見
ら
れ
る
様
々
な
木
の
標
本
約
50
種
と
対
馬
の
森
や

環
境
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
同
日
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
白
h
正
一
区
長
は
「
規
模
は
小
さ
い
が
内
山
地
区
全
体
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
体
験
観
光
も
取
り
入
れ
た
立
体
的
な
博
物
館
に
し
た
い
。
対
馬
南
部
の
観

光
拠
点
と
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

〈
女
連
の
立
石
‥
通
称
た
て
ん
ね
〉（
上
県
町
）

た
て
い
し

　
日
本
に
は
読
み
方
を
知
ら
な
け
れ
ば

決
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
地
名
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
長
崎
市
内
の
「
女

の
都
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
「
お
ん
な

の
み
や
こ
」
と
読
ん
で
し
ま
い
そ
う
で

す
が
「
め
の
と
」
と
読
み
ま
す
。
今
月

は
、
そ
ん
な
読
み
方
の
難
し
い
対
馬
の

あ
る
地
区
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
。

　
さ
て
「
女
連
」
と
書
い
て
何
と
読
む

で
し
ょ
う
か
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
漢
字
だ
け
見
て
し
ま
う

と
「
お
ん
な
づ
れ
」
と
読
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ご
存
じ
の
と

お
り
「
う
な
つ
ら
」
と
読
み
ま
す
。

　
こ
の
女
連
漁
港
の
南
側
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
造
ら
れ
た
海
岸
沿
い
の
歩
道
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
道
な
り
に
進
ん
で

い
く
と
５
分
ほ
ど
で
風
変
わ
り
な
岩
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
「
立

石
」
で
す
。

　
板
状
の
岩
が
重
な
っ
て
立
つ
奇
岩
で
、

見
る
場
所
に
よ
っ
て
岩
の
幅
が
全
く
違

っ
て
き
ま
す
。
長
い
間
、
対
馬
海
峡
西

水
道
の
波
と
風
雨
に
よ
る
浸
食
で
今
の

形
に
な
っ
た
よ
う
で
、
地
元
の
方
は
「
た

て
ん
ね
」
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　
観
光
交
流
課
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
「
こ

ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
」
な
ど
の
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
交
流
課
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た
て

い
し

←
パ
ネ
ル
と
木
の
標
本
が
展
示�

　
　
さ
れ
て
い
る
館
内
の
様
子�

森
の
ミ
ニ
博
物
館
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8
1
7
‐
0
1
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厳
原
町
内
山
2
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見
学
希
望
の
方
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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